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出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開

松　

尾　

剛　

次

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）

は
じ
め
に  

奈
良
西
大
寺
叡
尊
を
い
わ
ば
祖
師
と
す
る
叡
尊
教
団
は
、
一
三
世
紀
後
半
か

ら
一
五
世
紀
ま
で
、
中
世
日
本
の
全
国
に
末
寺
を
展
開
す
る
な
ど
、
中
世
仏
教

を
代
表
す
る
教
団
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
展
開
の
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
は
、
別
著
に
お
い
て
論
じ
た
*1
が
、
出
羽
国
（
現
、
山
形
県
・
秋
田
県
）

と
陸
奥
国
（
青
森
県
・
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
）
に
お
け
る
中
世
叡
尊
教

団
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
論
じ
残
し
て
き
た
。

と
い
う
の
は
、
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
九
月
二
八
日
に
書
き
改
め
ら
れ
た

と
い
う
「
西
大
寺
末
寺
帳
」*２
（
以
下
、「
明
徳
末
寺
帳
」
と
略
す
）
に
よ
れ

ば
、
菩
提
寺
な
る
西
大
寺
末
寺
が
出
羽
国
に
所
在
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
は
い

た
が
、
菩
提
寺
が
ど
こ
に
所
在
し
た
の
か
な
ど
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
私
の
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
に
関
す
る
研
究
*3

で
は
、
分
析
を
行
わ
な
い
で
き
た
。
だ
が
、
近
年
の
小
野
寺
氏
に
関
す
る
研
究
*4

の
進
展
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
の
で
、
本
稿
で
論
じ
て

み
る
。

ま
た
、
陸
奥
国
に
つ
い
て
は
、
私
の
調
査
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
今
回
、
よ
う
や
く
調
査
が
進
ん
だ
の
で
、
こ
こ
で
論
じ
る
。

第
一
章
　
叡
尊
教
団
の
出
羽
に
お
け
る
展
開

第
一
節
　
西
大
寺
関
係
の
寺
院
出
羽
長
谷
寺
と
直
末
寺
菩
提
寺

中
世
叡
尊
教
団
が
、
出
羽
国
に
も
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、『
山
形
県

史
』
に
よ
っ
て
、
す
で
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
*5
。
す
な
わ
ち
、
弘
安
三

（
一
二
八
〇
）
年
に
記
さ
れ
た
叡
尊
直
弟
子
名
簿
で
あ
る
「
授
菩
薩
戒
弟
子
交

名
*6
」
の
一
人
前
の
僧
で
あ
る
「
比
丘
衆
」
の
項
に
出
羽
国
人
と
し
て
「
静

海　

乗
道
房
*7
」、「
幸
意　

願
智
房
*8
」、「
光
円　

道
妙
房
*9
」
の
三
人
が

挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
大
寺
に
現
住
し
て
い
る
修
行
中
の
雛
僧
で
あ
る
形

同
沙
弥
と
し
て
「
静
照　

覚
真
房　

三
十
九
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
叡
尊
教
団
に
出
羽
国
人
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
叡
尊
教
団
関
係
者
の
物
故
者
名
簿
と
い
え
る
「
光
明
真
言
過
去
帳
」

に
も
、
次
の
史
料
（
一
）
の
よ
う
に
出
羽
長
谷
寺
の
三
融
房
が
挙
が
っ
て
い

る
。
こ
の
出
羽
長
谷
寺
と
三
融
房
に
つ
い
て
は
従
来
全
く
指
摘
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

史
料
（
一
）*

10

心
月
房　

浄
住
寺	

三
融
房　

出
羽
長
谷
寺 

圓
悟
房　

戒
光
寺
長
老	

観
良
房　

般
若
寺　
　

出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開
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禅
信
房　

當
寺
住	

教
願
房　

竹
林
寺
長
老

◦
實
想
房　

戒
壇
院
長
老	

（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
出
羽
長
谷
寺
の
三
融
房
が
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
七

月
二
八
日
に
死
去
し
た
*11

京
都
淨
住
寺
開
山
心
月
房
定
然
（
俗
名
葉
室
定

嗣
）
と
、
建
治
三
（
一
二
七
七
）
年
一
〇
月
二
三
日
に
亡
く
な
っ
た
*12

東
大

寺
戒
壇
院
長
老
実
想
房
円
照
の
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。
三
融
房
は
、
文
永
九

（
一
二
七
二
）
年
か
ら
建
治
三
（
一
二
七
七
）
年
の
間
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
三
世
紀
後
半
の
出
羽
に
、
長
谷
寺
と
い
う
叡
尊
教
団
関

係
の
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
出
羽
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
山
形
県
な
の
か
秋
田
県
な
の
か
は
っ

き
り
せ
ず
、
先
述
の
『
山
形
県
史
』
が
、
先
の
四
人
を
あ
た
か
も
山
形
県
関
係

僧
と
し
て
記
述
し
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
五
人

の
僧
と
出
羽
長
谷
寺
が
山
形
県
、
あ
る
い
は
秋
田
県
に
関
わ
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
出
羽
菩
提
寺
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
に
所
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

史
料
（
二
）*

13

出
羽
国

菩
提
寺　
応
永
十
八
年
七
月
一
日
旦
那
小
野
寺
殿
第
廿
一
代
和
上
御
時
当
寺
附
了
四
室

史
料
（
二
）
は
、「
明
徳
末
寺
帳
」
の
出
羽
国
分
で
あ
る
。「
明
徳
末
寺
帳
」

は
、
西
大
寺
か
ら
直
接
長
老
（
住
職
）
が
任
命
さ
れ
る
直
末
寺
を
書
き
上
げ
た

も
の
で
、
そ
の
記
載
の
順
序
は
、
寺
格
を
現
し
て
い
る
*14

ま
た
、「
明
徳
末
寺

帳
」
に
は
、
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
九
月
二
八
日
に
書
き
改
め
ら
れ
た
と
い

う
奥
付
が
あ
る
が
、
注
記
に
よ
り
、
そ
れ
以
後
に
直
末
寺
化
し
た
寺
院
も
記
載

さ
れ
て
い
た
*15
。

さ
て
、
史
料
（
二
）
に
よ
れ
ば
、
先
述
の
よ
う
に
出
羽
国
に
菩
提
寺
と
い
う

西
大
寺
直
末
寺
が
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
注
記
に
よ
り
、

応
永
一
八
（
一
四
一
一
）
年
七
月
一
日
附
で
、
旦
那
小
野
寺
氏
に
よ
っ
て
西
大

寺
第
二
一
代
長
老
圓
道
房
叡
空
*16
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
光
明
真
言
会

に
際
し
て
は
四
室
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
菩
提
寺
は
応
永
一
八
年
七
月
一
日
付
け
で
西
大
寺
直
末
寺
と
な
っ
て
い

た
。
な
お
、
圓
道
房
叡
空
は
、
翌
応
永
一
九
（
一
四
一
二
）
年
に
八
〇
歳
で
亡

く
な
っ
て
い
る
*17
。

も
っ
と
も
、
他
寺
、
た
と
え
ば
近
江
石
心
寺
、
備
後
浄
土
寺
な
ど
の
例
か
ら

判
断
す
れ
ば
*18
、
西
大
寺
門
徒
の
僧
が
菩
提
寺
に
入
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ

れ
以
前
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
五
世
紀
の
初
頭
に
出
羽
菩
提
寺
と
い
う
叡
尊
教
団
の
直

末
寺
が
出
羽
国
に
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
寄
付
者
の
出
羽
小
野
寺

氏
と
い
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
秋
田
県
の
小
野
寺
氏
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
ゆ
え
、
菩
提
寺
は
現
在
の
秋
田
県
内
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
*19
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
出
羽
国
に
叡
尊
教
団
の
寺
院
が

一
箇
寺
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
明
徳

末
寺
帳
」
に
は
、
西
大
寺
の
直
轄
寺
院
と
い
え
る
直
末
寺
が
挙
が
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
西
大
寺
直
末
寺
で
は
な
い
氏
寺
で
、
叡
尊
教
団
の
僧
が
入
っ
た
律

寺
は
他
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
史
料
（
一
）
に

載
る
出
羽
長
谷
寺
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
基
本
的
に
三
河
国
以
東
の

直
末
寺
は
、
鎌
倉
極
楽
寺
配
下
で
あ
っ
た
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
*20
。

次
に
こ
の
菩
提
寺
は
い
つ
ま
で
機
能
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考

え
る
う
え
で
、
史
料
（
三
）
は
重
要
で
あ
る
。

史
料
（
三
）*

21

四
室
分

極相模
国楽
寺	

常但馬
国住
金
剛
寺

大大和
国御
輪
寺	

大伊賀
国岡
寺

国伯耆
国分
寺	

鷲讃岐
国峰
寺

弘越中
国正
寺	

金備中
国


光
寺

浄周防
国法

寺	

国讃岐
国分

寺

宝加賀
国光
寺	

屋讃岐
国


島
寺

菩出羽
国提
寺	

国伊予
国分
寺

正大隅
国
宮
内
国
寺	

福伊勢
善
寺

圓越中
満
寺	

蔵長州
福
寺

阿江州
弥
陀
寺　
タ
カ
嶋
郡
新
城
庄
ほ
り
川

史
料
（
三
）
は
、
永
享
八
（
一
四
三
六
）
年
三
月
日
附
の
「
坊
々
寄
宿
末
寺

帳
」
の
一
部
で
あ
る
。「
坊
々
寄
宿
末
寺
帳
」
は
、
毎
年
の
光
明
真
言
会
の
さ

い
に
全
国
の
末
寺
か
ら
西
大
寺
に
集
っ
て
き
た
末
寺
の
僧
衆
が
寄
宿
す
る
坊
ご

と
に
、
そ
の
末
寺
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
二
〇
〇
箇
寺
が
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
*22
。
な
お
、
光
明
真
言
会
は
叡
尊
が
文
永
元
（
一
二
六
四
）
年
九
月
四

日
に
西
大
寺
建
立
の
本
願
称
徳
女
帝
の
忌
日
を
期
し
て
、
七
昼
夜
に
わ
た
っ
て

亡
者
の
追
善
、
生
者
の
現
世
利
益
の
た
め
に
光
明
真
言
を
読
誦
す
る
法
会
で
あ

り
、
諸
国
の
末
寺
か
ら
僧
衆
が
集
り
、
西
大
寺
内
に
宿
泊
し
て
法
会
を
勤
修
す

る
叡
尊
教
団
の
年
中
行
事
の
中
で
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
*23
。

史
料
（
三
）
に
よ
れ
ば
、
菩
提
寺
が
四
室
分
に
見
え
る
。
菩
提
寺
は
、
出
羽

国
か
ら
奈
良
西
大
寺
で
開
催
さ
れ
る
光
明
真
言
会
へ
参
加
し
、
そ
の
際
、
四
室

に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
出
羽
菩
提
寺
僧
は
、

一
五
世
紀
前
半
に
お
い
て
毎
年
奈
良
ま
で
や
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
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史
料
（
四
）*

24

　

出
羽
國

菩
提
寺
ト
井
ギ

史
料
（
四
）
は
、
江
戸
時
代
の
写
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
内
容
分
析
か

ら
、
も
と
も
と
は
一
四
五
三
年
か
ら
一
四
五
七
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
*25
「
西
大
寺
末
寺
帳
」
の
出
羽
国
分
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
半
ば
に
お
い
て
も
、
出
羽
菩
提
寺
は
西
大
寺
直

末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
菩
提
寺
は
、
図
の
よ
う
に
、
注
記
に

よ
り
ト
イ
ギ
に
所
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
ト
イ
ギ
」
が
ど
こ
か
は
不

明
で
あ
る
。

　

第
二
節
　
稲
庭
小
野
寺
氏
の
祈
祷
寺
と
し
て
の
菩
提
寺

さ
て
、
前
節
の
分
析
に
よ
っ
て
、
一
五
世
紀
初
頭
に
お
い
て
出
羽
国
に
も
西

大
寺
直
末
寺
と
し
て
菩
提
寺
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
応
永
一
八
（
一
四
一
一
）
年
七
月
一
日
付
け
で
、
小
野

寺
殿
が
菩
提
寺
を
第
二
一
代
西
大
寺
長
老
に
直
末
寺
と
し
て
寄
付
し
た
点
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
住
持
職
任
命
権
が
小
野
寺
氏
か
ら
西
大
寺
に
移
管
し

た
の
で
あ
る
。

小
野
寺
氏
と
い
え
ば
、
雄
勝
郡
横
手
（
現
在
の
秋
田
県
横
手
市
）
を
本
拠
地

と
し
た
小
野
寺
氏
が
想
起
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
菩
提
寺
も
横
手
に
所
在
し
た
と

一
見
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
野
寺
氏
は
そ
の
頃
は
、
稲
庭
城

（
湯
沢
市
稲
庭
町
）
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
。
小
野
寺
氏
の
横
手
盆
地
へ
の
本

格
的
な
進
出
は
稙
道
の
代
で
、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
八
）
に
稙
道
は
稲

庭
城
を
二
男
晴
道
に
譲
り
、
横
手
盆
地
の
沼
館
城
を
本
拠
と
し
た
と
い
う
*26
。

そ
れ
ゆ
え
、
応
永
一
八
年
に
お
け
る
根
拠
地
は
、
稲
庭
城
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
小
野
寺
氏
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
菩
提
寺
は
、
稲
庭
に
所
在

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

稲
庭
小
野
寺
氏
の
菩
提
寺
院
と
い
え
ば
、
広
沢
寺
が
知
ら
れ
る
。
広
沢
寺
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は
、
現
在
は
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
以
前
は
川
原
毛
に
所
在
し
た
前
湯
寺
と

い
う
古
代
寺
院
が
、
三
途
川
に
移
転
し
、
長
禄
元
（
一
四
五
七
）
年
に
祖
璨
和

尚
が
留
錫
し
、
長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
に
稲
庭
に
移
転
し
、
小
野
寺
弥
太
郎

道
広
が
旦
那
と
し
て
広
沢
寺
と
称
し
た
*27
と
い
う
。
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る

菩
提
寺
が
前
身
寺
院
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
五
世
紀
に
お
い
て
、
菩
提
寺
の
住
持
職
を
西
大
寺
に
寄
付
し
た
小
野
寺
氏

の
惣
領
と
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
小
野
寺
系
図
は
数
多
く
伝
来
し
、
錯
綜
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
頃
の
稲
庭
小
野
寺
氏
の
惣
領
が
だ
れ
で
あ
る
の
か
明

確
で
は
な
い
が
、『
本
荘
市
史
通
史
編
Ⅰ
』
は
小
野
寺
重
道
で
は
な
い
か
*28

と

考
え
て
い
る
。
小
野
寺
重
道
は
、
応
永
三
四
（
一
四
二
四
）
年
に
は
将
軍
に
馬

数
疋
を
進
上
し
て
い
る
*29
。
ま
た
、
永
享
二
（
一
四
三
〇
）
年
に
も
馬
五
疋
を

将
軍
義
教
に
献
じ
て
い
る
*30
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
野
寺
氏
系
図
は
大
い
に
錯
綜
し
、
重
道
は
鎌
倉
時
代

の
人
物
と
す
る
系
図
も
あ
る
*31
。
と
り
わ
け
、
地
元
の
『
稲
川
町
史
』
で
は
、

「
稲
庭
城
主
小
野
寺
家
系
図
（
広
沢
寺
本
）」
に
依
拠
し
て
、
建
久
四
年
（
或
い

は
建
久
元
年
、
或
い
は
文
治
五
年
）
に
重
道
が
出
羽
雄
勝
郡
に
封
ぜ
ら
れ
、
下

野
国
か
ら
稲
庭
に
初
め
て
入
部
し
た
と
す
る
*32
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
五
世
紀
当
時

の
惣
領
は
「
稲
庭
城
主
小
野
寺
家
系
図
」
に
見
え
る
応
永
三
一
（
一
四
二
四
）

年
に
死
去
し
た
道
利
*33
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
佐
々
木
千
代
治
編
『
稲
庭
小
野
寺
氏
の
研
究
』
で
は
「
小
野
寺
正

系
図
」
が
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
と
す
る
*34
。
そ
の
系
図
に
依
拠
す
れ
ば
応
永

三
二
（
一
四
二
五
）
年
に
死
去
し
た
氏
道
が
当
時
の
惣
領
と
な
る
（『
稲
庭
小

野
寺
氏
の
研
究
』
一
三
一
頁
）。
要
す
る
に
、
系
図
が
錯
綜
し
、
当
時
の
総
領

を
確
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
小
野
寺
氏
に
よ
っ
て
菩
提
寺
が
西
大
寺
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
小
野
寺
氏
が
京
都
扶
持
衆
と
し
て
、
京
都
に
屋
敷
を
有
し
、
出
羽

に
お
け
る
室
町
幕
府
の
使
節
遵
行
体
制
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
叡
尊
教
団

を
支
え
る
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
*35
。
そ
の
当
否
を
論
じ
る
史
料

は
な
く
、
今
後
の
研
究
の
深
化
に
期
待
し
た
い
。
後
述
す
る
岩
城
の
小
河
義
綱

と
鎌
倉
極
楽
寺
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
小
野
寺
氏
が
京
都
扶
持
衆
と
し
て
、

京
都
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、
京
都
な
ど
で
叡
尊
教
団
の
僧
と
関
係
を
有

す
る
に
い
た
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
う
る
。

つ
ぎ
に
、
出
羽
山
形
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
が

問
題
と
な
る
。
山
形
県
の
寒
河
江
慈
恩
寺
に
は
、「
奧
州
国
分
寺
」
銘
の
入
っ

た
柄
香
炉
が
慈
恩
寺
本
堂
に
伝
わ
る
。
そ
れ
に
よ
り
後
述
す
る
西
大
寺
末
寺
の

陸
奥
国
分
寺
関
係
者
が
慈
恩
寺
に
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
寒
河
江
慈
恩
寺
に
叡

尊
教
団
の
布
教
が
広
が
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
*36
。

第
二
章
　
陸
奥
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開
　

叡
尊
教
団
は
陸
奥
国
に
お
い
て
も
展
開
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
中
世
民
衆
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寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
』
の
研
究
な
ど
が
あ
る
*37
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
も

参
照
し
つ
つ
考
察
を
加
え
る
。

先
に
触
れ
た
「
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
」
に
、
比
丘
衆
の
一
人
と
し
て
、
陸
奥

出
身
の
「
陸
奥
国
人　

聖
智　

聖
忍
房
」
*38
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物

に
関
し
て
は
こ
れ
以
上
の
史
料
が
な
い
。
他
方
、
鎌
倉
極
楽
寺
真
言
院
住
持
を

勤
め
、
忍
性
を
補
佐
し
た
心
一
房
禅
意
が
、
陸
奥
国
岩
城
の
出
身
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
岩
城
地
域
に
西
大
寺
末
寺
が
展
開
し
て
い
た
背
景
を

理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

史
料
（
五
）*

39

（
銘
文
）

奥
州
岩
城
郡
東
海
道

所
生
相
州
極
楽
律
寺

真
言
院
住
持
比
丘

禅
意
心
一
房
遺
骨

嘉
元
三
年
乙巳

八
月
三
十
日

□
□
於
真
言
院
入
滅
生年

六
十
五
歳
先
師
和
尚
之
没

後
納
遺
骨
於
額
安
寺

之
墳
墓
邉
是
依
□
□

遺
命
也

　　
　

＊
銘
文
の
二
行
目
に
光
り
を
当
て
て
見
や
す
く
加
工
し
て
い
る
。

史
料
（
五
）
は
、
嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
八
月
三
十
日
に
亡
く
な
っ
た
極

楽
寺
真
言
院
住
持
禅
意
心
一
房
の
骨
蔵
器
に
記
さ
れ
た
銘
文
で
あ
る
*40
。
本
骨

蔵
器
は
、
大
和
額
安
寺
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
の
忍
性
五
輪
塔
下
に
忍
性
骨

蔵
器
の
傍
ら
に
、
賢
明
房
慈
済
と
某
氏
の
骨
蔵
器
と
と
も
に
、
ま
さ
に
寄
り
添

う
よ
う
に
納
め
ら
れ
て
い
た
*41
。
忍
性
死
後
、
二
年
後
に
な
っ
て
鎌
倉
極
楽
寺

禅
意
の
骨
蔵
器
が
額
安
寺
の
忍
性
墓
に
納
め
ら
れ
た
点
に
、
死
後
も
忍
性
に
仕

え
た
い
と
い
う
禅
意
の
強
烈
な
思
い
や
忍
性
と
の
絆
の
強
さ
が
伺
え
る
。
こ
の

点
か
ら
も
禅
意
は
忍
性
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

先
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
心
一
房
禅
意
が
陸
奥
国
岩
城
の
所
生
＝
出
身
で
あ
る

こ
と
や
、
真
言
院
住
持
を
一
〇
年
勤
め
て
、
六
五
歳
（
逆
算
し
て
一
二
四
一
年

の
生
ま
れ
）
で
亡
く
な
り
、
嘉
元
元
（
一
三
〇
三
）
年
に
死
去
し
た
忍
性
の
額

安
寺
の
五
輪
塔
に
一
緒
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
禅
意
は
、
忍
性
の

極
楽
寺
石
塔
を
建
て
る
願
主
で
あ
っ
た
*42
。
忍
性
の
片
腕
の
一
人
で
あ
っ
た
の
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出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
宝
寿
抄
巻
一
」
の
巻
頭
の
文
言
*43

に
よ
れ
ば
、

岩
城
薬
王
寺
宝
寿
院
の
禅
弁
（
禅
意
と
改
名
）
と
い
う
僧
が
「
宝
寿
抄
」
を
真

源
に
「
口
授
」
し
、
書
写
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年

三
月
が
最
初
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
禅
意
は
も
と
禅
弁
と
い
い
、
永
仁
三
年
に

は
岩
城
薬
王
寺
（
現
、
い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
）
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
禅
意
は
岩
城
薬
王
寺
か
ら
極
楽
寺
へ
移
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
真
言
院

の
院
主
に
招
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
真
言
院
は
永
仁
五
（
一
二
九
六
）
年
に
極
楽

寺
に
建
立
さ
れ
た
*44
の
で
、
そ
の
頃
に
は
極
楽
寺
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
弘
安
四
（
一
二
八
一
）
年
に
は
、
洛
東
に
て
「
朝
暮
護
身
作
法
」
を

書
写
し
た
金
剛
仏
子
禅
弁
が
い
る
*45
が
、
改
名
前
の
禅
意
で
あ
る
可
能
性
は
あ

る
。
京
都
に
出
て
密
教
修
法
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
禅
意
に
よ
る
真
源
へ
の
「
宝
寿
抄
」
口
授
を
最
初
に
指
摘
し
た

荻
野
三
七
彦
氏
は
、
禅
意
を
「
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
」
に
見
え
る
「
大
和
国
人　

禅
意　

教
律
房
」
に
比
定
し
、
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
こ
ろ
に
は
西
大
寺
に

い
て
叡
尊
に
近
侍
し
て
い
た
と
す
る
*46
が
、
先
の
銘
文
に
よ
り
心
一
房
禅
意
は

陸
奥
国
岩
城
の
出
身
で
、
大
和
出
身
の
教
律
房
禅
意
は
全
く
の
別
人
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
永
仁
三
年
以
前
に
出
て
く
る
禅
意
は
、

教
律
房
禅
意
の
可
能
性
が
高
い
*47
。

口
授
を
受
け
た
真
源
は
信
濃
国
の
出
身
で
、
円
定
房
と
い
い
、
下
総
大

慈
恩
寺
（
千
葉
県
成
田
市
吉
岡
）
の
開
山
と
な
っ
た
*48
。
真
源
は
、
建
治
二

（
一
二
七
六
）
年
近
く
に
は
大
慈
恩
寺
開
山
と
な
っ
て
い
た
*49
。
真
源
は
禅
意

か
ら
「
宝
寿
抄
」
の
口
授
を
受
け
る
た
め
に
、
大
慈
恩
寺
か
ら
薬
王
寺
へ
出
向

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
真
源
は
文
保
元
（
一
三
一
七
）
年
八
月
晦
日
に
禅
意
の

一
三
回
忌
法
要
を
大
慈
恩
寺
で
行
っ
て
い
る
が
、
先
の
骨
蔵
器
の
銘
文
に
よ
り

禅
意
が
嘉
元
三
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
一
致
す
る
*50
。
真
源
は
叡
尊
か
ら
直

接
授
戒
を
受
け
た
叡
尊
の
受
戒
弟
子
だ
が
、
密
教
修
法
上
は
禅
意
が
師
で
あ
っ

た
。以

上
、
陸
奥
国
出
身
者
禅
意
が
関
東
の
叡
尊
教
団
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
末
寺
は
ど
う
い
う
実
体
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

史
料
（
六
）*

51

奥
州　

長岩
城
小
川
村

福
寺　

正
福
院　

長
樂
寺

　
　
　

蔵
勝
寺　

普
賢
院　

多
門
院

　
　
　

法
善
院　

宗
明
院　

金
蔵
院

　
　
　

千
手
院　

多
福
院　

密
蔵
院

　
　
　

大
王
寺

　
　
　

國
分
寺
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史
料
（
七
）*

52

奥
州

長岩
城

福
寺　
　
　
　
　
（
花
押
）	

寺
領
四
拾
石

　
　

長岩
城
長
福
寺
下
末
寺

楽
寺　
　
　
　
　

	

寺
領
拾
五
石

	

真
言
宗
ノ
寺
ヲ
借
申
只
今
出
入
御
座
候

　
　

蔵同
　
長
福
寺
下
末
寺

勝
寺　
　
　
（
花
押
）	

寺
領
五
石

　
　

普同
　
長
福
寺
下
末
寺

賢
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

多同
　
長
福
寺
下
末
寺

門
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

法同
　
長
福
寺
下
末
寺

善
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

宗同
　
長
福
寺
下
末
寺

明
寺　
　
　
（
花
押
）

　
　

金同
　
長
福
寺
下
末
寺

蔵
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

千同
　
長
福
寺
下
末
寺

手
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

多同
　
長
福
寺
下
末
寺

福
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

密同
　
長
福
寺
下
末
寺

蔵
院　
　
　
（
花
押
）

　
　

正泉
道
郡
　
長
福
寺
下
末
寺

福
院　
　
　
（
花
押
）

史
料
（
六
）
は
、
江
戸
時
代
の
写
し
な
が
ら
、
内
容
は
一
五
世
紀
半
ば
の
西

大
寺
末
寺
を
表
し
て
い
る
「
西
大
寺
末
寺
帳
」
の
奥
州
の
部
分
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
岩
城
長
福
寺
、
正
福
院　

長
樂
寺
、
蔵
勝
寺
、
普
賢
院
、
多
門

院
、
法
善
院
、
宗
明
院
、
金
蔵
院
、
千
手
院
、
多
福
院
、
密
蔵
院
、
大
王
寺
の

一
三
箇
寺
と
国
分
寺
、
併
せ
て
一
四
箇
寺
が
挙
が
っ
て
い
る
。

史
料
（
七
）
は
、
寛
永
一
〇
（
一
六
三
三
）
年
三
月
七
日
付
「
西
大
寺
末

寺
帳
」
で
、
長
福
寺
と
そ
の
末
寺
併
せ
て
一
二
箇
寺
が
挙
が
っ
て
い
る
。
史

料
（
六
）
で
は
、
末
寺
と
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
長
楽
寺
、
蔵
勝
寺
な
ど
が
長

福
寺
の
末
寺
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
王
寺
や
国
分
寺
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
大
王
寺
と
国
分
寺
は
、
戦
国
の
動
乱
を
経
て
西
大
寺
末
寺
か
ら
離
脱
し
た

の
で
あ
ろ
う
。　

大
王
寺
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
い
の
で
、
国
分
寺
か
ら
見
よ
う
。
蒙
古
襲

来
を
契
機
と
し
て
、
叡
尊
教
団
（
西
大
寺
と
極
楽
寺
）
に
一
九
箇
国
の
国
分

（
尼
）
寺
（
一
宮
も
）
の
復
興
命
令
が
出
さ
れ
*53
、
中
興
に
成
功
し
た
。
な

お
、
長
門
国
分
寺
は
、
そ
の
一
九
箇
国
に
入
っ
て
い
な
い
*54
の
で
、
二
〇
箇
国

の
国
分
寺
・
尼
寺
の
復
興
が
叡
尊
教
団
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
西
大
寺
末
寺
帳
」
に
は
、
尾
張
、
加
賀
、
越
中
、
周
防
、
長
門
、
丹
後
、

但
馬
、
讃
岐
、
伊
与
、
因
幡
、
伯
耆
の
国
分
寺
が
記
載
さ
れ
て
い
る
*55
。
ま

た
、
筑
前
国
分
寺
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
*56
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
で
対
象
と
し

て
い
る
陸
奥
国
分
寺
*57
も
西
大
寺
末
寺
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
山
形
県
の
寒
河
江
慈
恩
寺
に
は
、「
奧
州

国
分
寺
」
銘
の
入
っ
た
柄
香
炉
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
堂
に
伝
わ
る

が
、
そ
れ
に
よ
り
陸
奥
国
分
寺
関
係
者
が
慈
恩
寺
に
い
た
可
能
性
は
あ
り
、
慈

恩
寺
に
も
叡
尊
教
団
の
教
線
が
伸
び
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
*58
。
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出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開

次
に
注
目
す
る
の
は
、
岩
城
長
福
寺
*59
と
そ
の
末
寺
で
あ
る
*60
。
先
述
の
よ

う
に
、
極
楽
寺
忍
性
の
右
腕
と
も
言
え
る
禅
意
が
岩
城
出
身
で
あ
っ
た
の
で
、

陸
奥
国
で
も
岩
城
地
域
に
は
、
布
教
活
動
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

長
福
寺
は
、
現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
小
川
町
下
小
川
字
上
ノ
台
に
所
在
す

る
。「
長
福
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
元
亨
元
（
一
三
二
二
）
年
に
、
小
河
義
綱

が
鎌
倉
極
楽
寺
の
了
俊
の
弟
子
慈
雲
を
招
い
て
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る
。
小
河

義
綱
は
、
常
陸
佐
竹
氏
の
一
族
で
こ
の
地
域
の
領
主
で
あ
っ
た
。
義
綱
は
、
罪

を
犯
し
、
北
条
高
時
の
命
令
で
切
腹
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
最

後
の
五
戒
を
授
け
る
べ
く
、
極
楽
寺
の
長
老
（
順
忍
）
が
招
か
れ
た
。
長
老
は

義
綱
に
思
い
残
す
こ
と
が
あ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
諏
訪
神
社
の
御
戸
の
役
に

あ
た
っ
て
い
た
が
そ
れ
が
で
き
な
い
の
が
心
残
り
だ
と
言
っ
た
。
長
老
は
そ
れ

を
聞
い
て
哀
れ
に
思
い
、
高
時
に
命
乞
い
を
し
た
と
こ
ろ
*61
、
義
綱
は
許
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
義
綱
は
極
楽
寺
か
ら
慈
雲
を
小
河
に
招
い
て
長
福
寺
を
開
い
た

と
い
う
。
よ
う
す
る
に
義
綱
は
鎌
倉
で
命
を
救
っ
て
く
れ
た
極
楽
寺
長
老
に
帰

依
し
て
、
領
地
の
陸
奥
国
岩
城
小
川
に
極
楽
寺
末
寺
の
長
福
寺
を
建
て
た
の
だ

が
、
鎌
倉
や
京
都
に
来
て
い
た
武
士
が
叡
尊
教
団
の
僧
に
帰
依
し
て
自
分
の
領

地
に
菩
提
寺
を
建
て
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
破
損
し
た
本
寺
地
蔵
菩
薩
座
像
か
ら
胎

内
文
書
や
胎
内
銘
が
見
つ
か
り
、
元
亨
四
（
一
三
二
四
）
年
に
院
誉
に
よ
っ

て
義
綱
の
為
に
地
蔵
像
が
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
*62
。
元
亨
元

（
一
三
二
二
）
年
に
長
福
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
す
る
縁
起
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い

る
。長

福
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
一
一
箇
寺
の
う
ち
、
多
門
院
（
太
慶
寺
）、
宗
明

院
（
常
慶
寺
）、
普
賢
院
（
光
明
寺
）、
金
蔵
院
（
真
光
院
）
の
四
つ
は
現
存
す

る
が
、
他
は
廃
寺
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
廃
寺
と
な
っ
た
寺
だ
が
、
長
楽
寺
か
ら

み
よ
う
。

長
楽
寺
は
、
現
在
は
廃
寺
で
あ
る
が
、
現
在
の
い
わ
き
市
平
町
宮
ノ
脇
に
明

治
期
ま
で
所
在
し
た
*63
。
江
戸
時
代
に
は
長
福
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
が
、
寺

領
が
一
五
石
と
四
〇
石
の
長
福
寺
に
次
で
多
い
。

蔵
勝
寺
も
、
江
戸
時
代
に
は
長
福
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
が
、
寺
伝
で
は
文

永
二
（
一
二
六
五
）
年
七
月
中
旬
に
忍
性
が
開
創
し
た
と
い
う
寺
で
、
そ
の

後
、
衰
退
し
て
い
た
が
正
慶
元
（
一
三
三
二
）
年
に
慈
雲
が
中
興
し
た
*64
と
い

う
。
寛
永
年
中
に
盛
有
が
荒
川
に
移
し
て
再
興
し
た
が
、
明
治
に
廃
寺
と
な
っ

た
。
現
在
、
い
わ
き
市
上
荒
川
の
医
王
寺
が
管
理
す
る
天
津
観
音
堂
に
蔵
勝
寺

旧
蔵
の
一
六
善
神
像
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
蔵
勝
寺
開
創
時
期
の
伝
承
が
正

し
け
れ
ば
、
文
永
二
年
こ
ろ
に
は
、
岩
城
地
域
に
叡
尊
教
団
の
布
教
が
及
ん
で

い
た
*65
可
能
性
は
あ
る
。

普
賢
院
は
、
稲
荷
山
普
賢
院
光
明
寺
と
し
て
、
い
わ
き
市
四
倉
町
狐
塚
に

所
在
す
る
。
も
と
天
台
宗
寺
院
で
、
正
治
元
（
一
一
九
九
）
年
に
岩
城
成

衡
を
開
基
、
宥
誉
上
人
を
開
山
と
し
て
開
か
れ
た
が
、
衰
退
し
、
大
永
元
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山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
第
二
十
巻
第
二
号

（
一
五
二
一
）
年
に
長
福
寺
の
日
雄
に
よ
っ
て
中
興
し
、
真
言
律
宗
化
し
た
と

い
う
*66
。

金
蔵
院
は
、
南
林
山
金
蔵
院
真
光
寺
と
い
い
、
い
わ
き
市
平
赤
井
字
窪
田
に

あ
る
。
寺
伝
で
は
、
正
和
元
（
一
三
一
二
）
年
三
月
二
一
日
に
純
雄
上
人
に
よ

り
、
久
保
田
正
道
を
開
基
と
し
て
開
か
れ
た
*67
。

多
門
院
は
、
竜
田
山
多
聞
院
太
慶
寺
と
い
い
、
い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
に

所
在
す
る
が
、
も
と
は
鎌
田
に
あ
っ
た
と
い
う
。
応
保
二
（
一
一
六
二
）
年

三
月
、
鎌
田
正
清
を
願
主
と
し
て
湛
海
和
尚
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
元
亀
二

（
一
五
七
一
）
年
三
月
に
長
福
寺
堯
雄
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
*68
。

宗
明
院
は
、
稲
荷
山
総
明
院
常
慶
寺
と
い
い
、
い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
に

所
在
す
る
。
天
正
年
中
に
堯
雄
が
開
い
た
と
い
う
。
地
蔵
堂
は
大
永
五
年
に
建

立
と
い
う
*69
。

し
か
し
、
多
門
院
も
宗
明
院
も
一
五
世
紀
半
ば
の
西
大
寺
末
寺
帳
に
見
え
る

の
で
、
一
五
世
紀
の
半
ば
に
は
叡
尊
教
団
の
寺
院
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な

お
、
史
料
（
六
）、（
七
）
に
は
見
え
な
い
が
塩
田
寺
も
長
福
寺
の
末
寺
で
あ
っ

た
*70
。

さ
ら
に
、
先
述
し
た
薬
王
寺
は
、
仁
寿
年
中
（
八
五
一
年
～
八
五
四
年
）

に
徳
一
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
真
言
宗
の
古
刹
で
、
明
徳
（
一
三
九
〇
年
～

一
三
九
四
年
）
の
頃
に
焼
失
し
、
文
安
三
（
一
四
四
六
）
年
に
祐
鏡
に
よ
っ

て
再
興
さ
れ
た
と
い
う
*71
。
薬
王
寺
禅
弁
（
禅
意
）
が
極
楽
寺
真
言
院
院
主
に

移
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
こ
ろ
に
は
極
楽
寺
末
の

律
寺
で
、
そ
の
関
係
は
明
徳
の
焼
失
ま
で
は
続
い
た
と
推
測
さ
れ
る
*72
。

お
わ
り
に

以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
、
出
羽
国
に
は
一
三
世
紀
後
半
に
は
西
大
寺
末
寺
と

考
え
ら
れ
る
出
羽
長
谷
寺
が
あ
り
、
一
五
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
現
在
の
秋
田

県
湯
沢
市
に
、
菩
提
寺
と
い
う
西
大
寺
直
末
寺
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
か

と
な
っ
た
。
一
見
、
出
羽
に
た
っ
た
二
箇
寺
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

直
末
寺
と
は
西
大
寺
の
直
轄
寺
院
、
換
言
す
れ
ば
住
持
職
の
任
命
権
を
西
大
寺

長
老
が
握
る
有
力
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
下
に
複
数
の
末
寺
が
存
在
し
て
い
た
点

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
陸
奥
の
場
合
も
い
え
る
。
三
河
国
よ
り

以
東
の
国
の
叡
尊
教
団
の
末
寺
は
、
鎌
倉
極
楽
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
*73
の
で
、
出
羽
長
谷
寺
も
極
楽
寺
の
管
理
下
に
あ
っ
て
、
本
文
で
触
れ

た
「
明
徳
末
寺
帳
」
な
ど
に
は
菩
提
寺
し
か
挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
陸
奥
国
に
は
、
岩
城
長
福
寺
、
正
福
院　

長
樂
寺
、
蔵
勝
寺
、
普
賢

院
、
多
門
院
、
法
善
院
、
宗
明
院
、
金
蔵
院
、
千
手
院
、
多
福
院
、
密
蔵
院
、

大
王
寺
の
一
三
箇
寺
と
国
分
寺
、
併
せ
て
一
四
箇
寺
の
西
大
寺
末
寺
の
存
在
が

知
ら
れ
、
そ
の
上
、
薬
王
寺
も
叡
尊
教
団
の
末
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
五
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
、
岩
城
長
福
寺
な
ど
が
「
西
大
寺
末
寺
帳
」

に
見
え
る
の
は
、
極
楽
寺
の
衰
頽
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
研
究
の
深
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出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開

化
に
期
待
し
た
い
。

注*1
	松
尾
剛
次
『
中
世
律
宗
と
死
の
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）、『
中
世
叡
尊
教

団
の
全
国
的
展
開
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
七
）、『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊
教
団
』（
法
藏

館
、
二
〇
一
九
）
な
ど
参
照
。

*2
	松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」（
松
尾
『
勧
進
と
破
戒
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
、二
〇
〇
一
年
に
改
訂
版
が
出
た
が
、
こ
こ
で
は
改
訂
版
に
よ
る
）
一
五
二

頁
。

*3
	前
掲
の
松
尾
『
中
世
律
宗
と
死
の
文
化
』〈
前
注
（
１
）〉、『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的

展
開
』〈
前
注
（
１
）〉、『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊
教
団
』〈
前
注
（
１
）〉
参
照
。

*4
	遠
藤
巌
「
京
都
扶
持
衆
小
野
寺
氏
」『
日
本
歴
史
』
四
八
五
、『
横
手
市
史
通
史
編
原
始

古
代
中
世
』（
横
手
市
、
二
〇
〇
八
）。

*5
	『
山
形
県
史　

第
一
巻　

原
始
・
古
代
・
中
世
』（
山
形
県
、
一
九
八
二
）
八
六
九
頁
。

*6
	「
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
三
）
第
四
章
に
翻
刻
し
て
い
る
。

*7
	松
尾
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』〈
前
注
（
６
）〉
七
二
頁
。

*8
	松
尾
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』〈
前
注
（
６
）〉
七
三
頁
。

*9
	松
尾
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』〈
前
注
（
６
）〉
七
四
頁
。

*10	

松
尾
「
西
大
寺
光
明
真
言
過
去
帳
の
紹
介
と
分
析
」（
松
尾
『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊

教
団
』〈
前
注
（
１
）〉）
九
七
頁
。

*11	

『
日
本
史
大
事
典
５
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
）
の
葉
室
定
嗣
の
項
。

*12	

「
律
苑
僧
宝
伝
巻
一
二
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
五
』、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
）

一
四
二
頁
。
円
照
の
活
動
に
つ
い
て
は
追
塩
千
尋
『
中
世
南
都
仏
教
の
展
開
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
）
第
二
部
第
二
章
参
照
。

*13	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
五
二
頁
。

*14	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
三
七
～
一
四
〇
頁
。

*15	

松
尾
『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊
教
団
』〈
前
注
（
１
）〉
頁
。

*16	

「
西
大
寺
代
々
長
老
名
」（『
西
大
寺
関
係
史
料
（
１
）
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺

帳
』、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
八
）
七
三
頁
。

*17	

「
西
大
寺
代
々
長
老
名
」〈
前
注
（
16
）〉
七
三
頁
。

*18	

松
尾
『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊
教
団
』〈
前
注
（
１
）〉

*19	

『
山
形
県
史　

第
一
巻　

原
始
・
古
代
・
中
世
』〈
前
注
（
５
）〉
六
一
七
頁
は
山
形
県

内
に
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、『
山
形
県
史
』
は
、
菩
提
寺
の
隣
に
記
載
さ
れ
た
真

福
寺
と
菩
提
寺
と
を
混
同
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
純
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

*20	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
三
七
頁
。

*21	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
五
七
頁
。

*22	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
六
一
頁
。

*23	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
六
一
頁
。

*24	

松
尾
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』〈
前
注
（
１
）〉
三
五
八
頁
。『
西
大
寺
関
係

史
料
（
１
）
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・
末
寺
帳
』〈
前
注
（
16
）〉
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る

が
、
ミ
ス
が
多
い
。

*25	

松
尾
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』〈
前
注
（
１
）〉
三
五
〇
頁
。

*26	

『
横
手
市
市
史
通
史
編
原
始
古
代
中
世
』〈
前
注
（
４
）〉
四
四
七
頁
。

*27	

『
稲
川
町
史
』（
稲
川
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
）
一
二
六
頁
。

*28	

『
本
荘
市
史
通
史
編
Ⅰ
』（
本
荘
市
、
一
九
八
七
）
四
〇
五
頁
。

*29	

『
本
荘
市
史
通
史
編
Ⅰ
』〈
前
注
（
28
）〉
四
〇
五
頁
。

*30	

『
本
荘
市
史
通
史
編
Ⅰ
』〈
前
注
（
28
）〉
四
〇
五
頁
。

*31	

『
横
手
市
市
史
史
料
編
古
代
中
世
』（
横
手
市
、
二
〇
〇
六
）
六
七
四
、六
八
八
頁
。

*32	

『
稲
川
町
史
』〈
前
注
（
27
）〉
一
一
八
頁
。

*33	

『
横
手
市
市
史
史
料
編
古
代
中
世
』〈
前
注
（
31
）〉
六
八
一
頁
。

*34	
佐
々
木
千
代
治
編
『
稲
庭
小
野
寺
氏
の
研
究
』（
湯
沢
市
昔
を
語
る
会
、
一
九
八
九
）

一
三
〇
頁
。

*35	

誉
田
慶
信
「
書
評
松
尾
剛
次
著
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』」（『
歴
史
』

一
三
一
、二
〇
一
八
）
五
九
頁
。
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*36	

松
尾
「
中
世
都
市
鎌
倉
と
寒
河
江
・
慈
恩
寺
」（『
西
村
山
地
域
史
の
研
究
』

一
六
、一
九
九
八
）
七
頁
。
慈
恩
寺
に
禅
定
院
と
い
う
律
院
も
存
在
し
て
い
た
（『
西
村

山
地
域
史
の
研
究
』
一
六
）
六
頁
。

*37	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
平
成
二
）。
ま

た
、
荻
野
三
七
彦
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
九
九
）、

「
磐
城
の
薬
王
寺
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
一
七
・
一
一
八
）
は
岩
城
薬
王
寺
に
注
目
し

た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

*38	

松
尾
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』〈
前
注
（
６
）〉
七
一
頁
。

*39	

『
生
誕
八
〇
〇
年
記
念
特
別
展
図
録　

忍
性
―
―
救
済
に
捧
げ
た
生
涯
』（
奈
良
国
立
博

物
館
、
二
〇
一
六
）
二
六
六
頁
の
翻
刻
を
、
同
書
一
七
七
頁
の
銘
文
の
写
真
（
吉
沢
悟

氏
提
供
）
に
よ
っ
て
補
正
し
た
。
吉
沢
悟
・
鳥
越
俊
行
「
大
和
・
額
安
寺
の
忍
性
五
輪

塔
に
納
め
ら
れ
た
骨
蔵
器
群
」（『
鹿
園
雑
集
二
三
』
二
〇
二
一
）
も
参
照
。

*40	

本
銘
文
に
つ
い
て
は
、『
極
楽
律
寺
史
（
史
料
編
）』（
極
楽
律
寺
、
二
〇
〇
三
）
を
別

と
す
れ
ば
、『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』
を
初
め
、
二
行
目
の
私
が

「
所
生
」
と
読
ん
だ
部
分
が
□
□
と
な
っ
て
読
め
て
い
な
い
が
、
本
文
の
図
の
よ
う
に

「
所
生
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
心
（
正
と
も
読
め
る
）
一
房
禅
意
が
岩

城
で
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。「
所
生
」
が
読
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
禅
意

が
岩
城
に
い
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
岩
城
は
誕
生
地
で
、
当
初
は
岩
城
の
寺
に
入
っ

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
筑
波
三
村
寺
ま
た
は
鎌
倉
極
楽
寺
の
忍
性
の
も
と
で
修
行
し
、

後
に
薬
王
寺
の
僧
（
長
老
か
）
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

*41	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
吉
沢
悟
・
鳥
越
俊
行
「
大
和
・
額
安
寺
の
忍
性
五
輪
塔
に
納
め

ら
れ
た
骨
蔵
器
群
」〈
前
注
（
39
）〉
四
八
頁
の
図
を
参
照
。

*42	

『
生
誕
八
〇
〇
年
記
念
特
別
展
図
録　

忍
性
―
―
救
済
に
捧
げ
た
生
涯
』〈
前
注
（
39
）〉

二
六
七
頁
。

*43	

前
田
元
重
・
福
島
金
治
「
金
沢
文
庫
古
文
書
所
収
『
宝
寿
抄
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」

（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
〇
、一
九
八
三
）
一
頁
に
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

*44	

松
尾
『
忍
性
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
）
一
六
五
・
一
六
六
頁
。

*45	

荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」〈
前
注
（
37
）〉
七
頁
。

*46	

荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」〈
前
注
（
37
）〉
六
頁
。

*47	

弘
安
五
（
一
二
八
二
）
年
正
月
廿
四
日
付
で
醍
醐
寺
西
南
院
実
勝
か
ら
秘
法
を
授
与
さ

れ
た
僧
に
「
禅
意　

鎌
倉
極
楽
寺
長
老
」（
荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」

〈
前
注
（
37
）〉
七
頁
）
が
い
る
。
極
楽
寺
長
老
に
禅
意
は
就
任
し
て
お
ら
ず
、
教
律
房

禅
意
と
東
国
で
密
教
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
心
一
房
禅
意
と
を
混
同
し
て
間
違
っ
た

注
記
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

*48	

荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」〈
前
注
（
37
）〉
三
頁
。

*49	

松
尾
『
鎌
倉
新
仏
教
論
と
叡
尊
教
団
』〈
前
注
（
１
）〉
二
九
二
～
二
九
四
頁
。

*50	

荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」〈
前
注
（
37
）〉
六
頁
。

*51	

松
尾
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』〈
前
注
（
１
）〉。

*52	

「
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
そ
の
三
」（『
西
大
寺
関
係
史
料
（
１
）
諸
縁
起
・
衆
首
交
名
・

末
寺
帳
』〈
前
注
（
16
）〉）
一
一
八
・
一
一
九
頁
。

*53	

松
尾
「
勧
進
の
体
制
化
と
中
世
律
僧
」『
勧
進
と
破
戒
の
中
世
史
』〈
前
注
（
２
）〉

二
七
頁
。

*54	

森
茂
暁
「
鎌
倉
末
期
・
建
武
新
政
期
の
長
門
国
分
寺
」（『
山
口
県
史
研
究
』
２
、

一
九
九
四
）
二
五
頁
。

*55	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」『
勧
進
と
破
戒
の
中
世
史
』〈
前
注
（
２
）〉
一
四
一
頁
。

追
塩
千
尋
『
国
分
寺
の
中
世
的
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
）。

*56	

京
都
東
山
太
子
堂
が
筑
前
国
分
寺
を
支
配
し
て
お
り
、
筑
前
国
分
寺
も
叡
尊
教
団
に

よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
松
尾
『
中
世
律
宗
と
死
の
文
化
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
〇
、一
七
六
頁
）。

*57	

松
尾
『
中
世
叡
尊
教
団
の
全
国
的
展
開
』〈
前
注
（
１
）〉
三
五
八
頁
。

*58	

松
尾
「
中
世
都
市
鎌
倉
と
寒
河
江
・
慈
恩
寺
」（『
西
村
山
地
域
史
の
研
究
』〈
前
注

（
36
）〉
七
頁
。
慈
恩
寺
に
禅
定
院
と
い
う
律
院
も
存
在
し
て
い
た
（『
西
村
山
地
域
史

の
研
究
』）
六
頁
。

*59	
長
福
寺
に
つ
い
て
は
『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
が
詳

し
い
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

*60	

西
岡
芳
文
・
瀨
谷
貴
之
・
永
村
眞
他
「
福
島
県
い
わ
き
市
長
福
寺
本
尊
地
蔵
菩
薩
坐
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出
羽
・
陸
奥
両
国
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の
展
開

像
と
納
入
文
書
：
概
報
」（『
金
沢
文
庫
研
究 

三
三
〇
』、
二
〇
一
三 

）。

*61	
『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
八
〇
頁
。

*62	
西
岡
芳
文
・
瀨
谷
貴
之
・
永
村
眞 

他
「
福
島
県
い
わ
き
市
長
福
寺
本
尊
地
蔵
菩
薩
坐
像

と
納
入
文
書
：
概
報
」〈
前
注（
60
）〉。

*63	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉。

*64	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
八
〇
頁
。

*65	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉。

*66	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
八
九
頁
。

*67	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
九
一
頁
。

*68	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
九
一
頁
。

*69	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
一
〇
七
頁
。

*70	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
九
五
頁
。
塩
田
寺
は
、
い
わ

き
市
小
川
町
字
平
畠
に
所
在
す
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
正
中
三
（
一
三
二
五
）
年
に
覚
応

に
よ
っ
て
開
創
と
い
う
。

*71	

『
中
世
民
衆
寺
院
の
研
究
調
査
報
告
書
１
』〈
前
注
（
37
）〉
一
一
二
頁
。

*72	

荻
野
「
磐
城
の
薬
王
寺
と
金
沢
称
名
寺
」〈
前
注
（
37
）〉、「
磐
城
の
薬
王
寺
」〈
前
注

（
37
）〉
参
照
。『
い
わ
き
市
史
第
一
巻
原
始
・
古
代
・
中
世
』（
い
わ
き
市
、
一
九
八
六
）

四
八
四
・
四
八
五
頁
参
照
。
い
わ
き
市
の
医
王
寺
も
真
言
律
宗
の
寺
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

*７３	

松
尾
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」〈
前
注
（
２
）〉
一
三
七
頁
。

　
　

付　

記

本
稿
作
成
に
際
し
て
、
西
岡
芳
文
氏
、
吉
沢
悟
氏
に
は
特
段
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
門

間
政
亮
氏
に
は
写
真
を
加
工
し
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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MATSUO Kenji

This paper clarifies the development of the Eison cult in both Dewa and Mutsu Provinc-

es. In Dewa Province, there was a temple in the late 13th century, Dewa Hasedera, which 

is thought to have been a branch temple of Saidaiji in Yamato Province, and in the early 

15th century, there was a branch temple in Yuzawa City, Akita Prefecture, which was also 

directly connected to Saidaiji and called Bodaiji. At first glance, it may seem that there 

were only two branch temples of Saidaiji in Dewa Province, but it should not be forgotten 

that these temples were under the direct control of Saidaiji, in other words, they were 

powerful temples where the Saidaiji elders held the authority to appoint the head priests, 

and there were several subordinate temples under them. 

In Mutsu Province, there were 13 temples, Iwaki Chōfukuji, Shōfukuin, Chōrakuji, Zōshō-

ji, Fugen-in, Tamon-in, Hōzen-in, Syūmyō-in, Kinzō-in, Senju-in, Tafuku-in, Mitsuzō-in, and 

Daiōji. Adding Kokubunji, these 14 branch temples of Saidaiji are also known to have exist-

ed. Yakuōji Temple is also thought to have been a branch temple of the Eison cult.

The Development of the Eison Order in both Dewa 
and Mutsu Provinces in the Medieval Japan




